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事業内容・目

標達成状況

の振り返り

小中学校及び高校の農業宿泊体験や生活体験等の支援を行い、前年度を上回る８校が体験活動を実施した。

教職員対象のキャリアアップ講座の参加者や地域研修実施校が増加し、地域を題材にした体験活動が広まりつつある。

改革改善

の考え方

①問題

点

総合学習の時間の減少により、学校単位による農業宿泊体験の実施校を増やすことが難しくなっている。

②改革

提案

学校での活動としての農業宿泊体験の導入が難しいため、平成25年度は社会教育事業においても、小学校高学年生を

対象とした農業宿泊体験を実施する。
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総事業費①+② 3,150 2,130 3,303

人件費計（千円）② 1,484 1,484

2,174

正規職員所要時間 400 400

臨時職員所要時間 50

一般財源 1,616 2,110 1,786

その他 50 20 33

起債

県支出金

国庫支出金

事業費計（千円）① 1,666 2,130 1,819 2,174 （そ）教職員研修参加負担金

25年度予算額 特定財源内訳、補足

100

2,074

事業コスト 23年度決算額 24年度予算額 24年度決算額

24

年

度

事

業

内

容

１　小・中・高等学校における体験活動のコーディネート、経費助成

　（１）小学校　農業宿泊体験：浜井場小30人、上久堅小12人、千代小22

人、千栄小８人、竜丘小86人　生活体験：丸山小119人

　（２）中学校　農業宿泊体験：飯田西中86人

　（３）高等学校　地域文化体験：下伊那農業高校40人

２　教職員研修の実施

　（１）結いキャリアアップ体験講座の実施

　　　農業体験研修　　7月30日～31日　13人

　　　地域文化研修　　12月1日～2日　11人

　（２）市内小中学校教員の地域研修の実施

１　支援校数

　　参加人数

　　補助金額

２

（１）参加人数

（２）支援校数

１　　８校

　　　403人

　    1,286千円

２

（１）　24人

（２）　８校

事業内容 名称 活動指標

事

業

概

要

・地育力向上連携システム推進計画【改定版】の４つの柱の一つに体験活動の推進を位置づけ、特に子どもたちが、農業体験・生活体験・

交流体験を通じて、自己肯定感を養い、生きる力や社会をより良くつくり変えていく資質や能力を高めることを重点目標に、学校教育、社会

教育の場で体験活動を推進する。

・本事業では、小中学校における体験活動支援、高校生の体験活動支援、教員の農家宿泊体験研修等を実施している。

目

標

種別 24年度実績 25年度計画

定性

目標

成果

指標

教職員の体験人数（人） 20 24 25 30

403 330 350

指標名及び単位 24年度計画

成果

指標

児童・生徒の体験人数（人） 300

28年度見込み

小・中学校の児童・生徒数 9166

意図（どういう状態

にするか）

生きる力を身に着け、ふるさとに愛着を持ってもらう

小・中学校の教職員数 725向上させたい上位施

策の成果指標

キャリア教育、体験活動により、自分の生活を見直すこと

のできた生徒の割合：％

備考（指標変更など）

目

的

対象（誰・何を） 小学生、中学生、高校生

対

象

指

標

指標名及び単位 24年度数値

施策 22 義務教育の充実

基本計画上

の位置づけ

政策 2 地育力によるこころ豊かな人づくり

課等名 生涯学習・スポーツ課 係等名 地育力向上係

事業種別 政策 開始 18 終了

事務事業名

会計 一般会計

体験活動推進事業

22 事業№ 47 2平成24年度事務事業実績評価表【政策・経常共通】 政策№ 2 施策№


